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ウルバン石福島県小平鉱山

ウルバン眉はマンガンを合むエヂリン輝石の1種で化学成分は

Na(Mn,Fe)Si20oで表わされる鏡下では榿黄色のきれい恋鉱物であ

るが写真では中央部に点在する灰色粒状の鉱物がそれであるモ

ザイツ状の看英と共生し写真の上下部に見られる黒色不透明鉱物ほ

赤鉄鉱である石英との境界付近に帯状に存在する灰色の鉱物はマン

バンざくろ石である

ウルバン石は世界的にも産脳稀祖鉱物でこれは福島県小平鉱山産

のものでいわゆる阿武隈変成岩中に胚胎する鉄マン鉱床中に産出する

鏡マンおよびマンガン鉱石としてはむしろ脈石であるがその産出は

学術的には興味ある問題を擬起する鉱物である(広)�


